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２　（論説）被害者救済という名の分社化法案の持つ意味

　７月８日、分社化法案は国会を通過した。国会解散

が迫ってきたところで、与野党の幹部が合意して、当

初の与党案に修正を加えて成立させたものである。法

案の内容においてもまた成立過程についても、国会解

散の前に成立させないと面倒が後に残るとばかりに永

田町と霞ヶ関の目の前の都合だけが優先したお粗末な

もので、水俣病政策の正当性も被害者の声も論ずるこ

ともないものである。学問的に論ずるようなものはな

い。いったい誰が、真剣に水俣病被害者に思いをいた

したのかと問いたくなる。

　６月にはいってから、私のような大学人にさえ、さ

まざまな情報が入るようになった。こんな問題だらけ

の与党案を成立させるべきではないと思っていたし、

成立したところで、問題の解決になるわけはないと考

えていた。

　この法案の主要な眼目は、水俣病加害企業のチッソ

の分社化である。収益性の高い事業を別会社にして、

現行のチッソは新会社の株を保有する会社として残り、

やがてその株を売却して補償金支払いにあて、解散す

る。そして残るのは、チッソそのものの事業なのだが、

水俣病に関してはなんら関係のない会社である。これ

を強力に推進したのはチッソの顧問弁護士であった杉

浦正健元法務大臣であった。２００８年６ 月２４日熊本県議

会水俣病対策特別委員会で村田環境生活部長は、与党

ＰＴで「一番強硬に、分社化の説明をされたのは杉浦

正健先生でありまして」と答弁している。

　ところで分社化した新会社の株の譲渡益を累積債務

と補償金支払いにあてるという方策が成り立つために

は、補償金の支払額が確定していなければならない。

だからこそ、被害者救済策の実施と救済対象者数の確

定および公害健康被害補償法における地域指定の解除、

つまり新規水俣病認定の終了が不可欠だったのである。

与野党協議の過程で、「地域指定解除」を定めた条項は

削除された。しかし、地域指定解除は必ずしも本法案

に書き込む必要はないものであった。

　与野党協議の過程で、被害者救済策に関する条項は

大幅に簡素化され、詳細はこれからつめていくものと

された。じつは、今回の救済策の実施とても、９５年の

政治解決と同様に必ずしも法律を必要としなかったの

である。

　国会が解散され、政党が選挙戦に突入していく中、

官僚主導で詳細が詰められていくことになる。

　ところが、その官僚たちの思惑を見事に表明する記

事が７月１６、１７日の朝日新聞に掲載された。環境省原

徳寿環境保健部長のインタビュー記事である。「カネ

というバイアスが入った中で調査しても、医学的に何

が原因なのかわからない。」といい、「感覚障害の所見

の取り方は針で刺しても『（痛みを）感じません』など

といった主観的な応答に頼らざるを得ないのも大きな

問題だ。受診者がうそをついても、見抜けない。」と

述べている。原氏は医師であるにもかかわらず、臨床

の基礎知識さえないようだ。感覚障害の検査は、既に

手技として確立している。原氏は、感じるか感じない

かを聞いてそれを記述するというだけのことと思って

いるようであるが、診察とはそのようなものではない。

まして、「受診者がうそをついても」という発言に見ら

れるように申請者の詐病を疑うという姿勢は被害者救

済とはほど遠い。カネ欲しさに認定申請をしていると

いう偽患者発言は、１９７０年代から熊本県議会議員杉村

氏を始め繰り返されてきた。

　さらに原部長は「不知火海沿岸では、体調不良をす

ぐ水俣病に結びつける傾向がある。」という。実態は

全く逆である。私たちがヒアリングをかさねて気がつ

くのは、からす曲がり（こむら返り）であれ、感覚の鈍

麻であれ、周りが皆同じような問題を抱えているため

にかえって気がつかぬまますごしていたというのが実

相である。水俣病に対する差別が強い中で、しかも何

が水俣病の症状なのか知らされていない中でどのよう

にして、症状を偽装するというのだろうか。

　原氏は、１７年間の放置の末認定申請を棄却された溝

口チエさんの行政不服審査請求に環境省が棄却採決を

下した２００１ 年当時の特殊疾病対策室長である。このと

きの交渉の席上、１７年間の放置は「明白な手続き上の

過ちとはいえない」と断言していた。

　認定申請して１７年間の間放置しても何の痛痒も感ぜ

ず、認定申請者は症状を装うと主張する官僚が水俣病

行政のトップの座にいるということ自体が、今回の法

案の行方を示しているといえないか。

《 論 説 》

被害者救済という名の分社化法案の持つ意味

水俣学研究センター事務局長 花 田 昌 宣
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　７月３日、衆議院を、７月８日参議院を、水俣病救

済法なるもの（水俣病被害者の救済及び水俣病問題の解決に

関する特別措置法）が通過成立した。熊本では報道各紙

がトップニュースで取り上げた。しかし、誰がみても

この法律は実に具体性のない、内容のない空虚なもの

である。解散・総選挙をにらんでの駆け込み的な杜撰

な法案である。

　たとえば、対象者（水俣病患者）を誰が、どのように

して決めるのかも決まっていない。公的機関を考えて

いるらしいが現在、何処の公立病院に水俣病診断・治

療の経験者がいるというのだろうか。さらに幾ら賠償

金を払うのかその額さえも決まっていない。つまり、

チッソの分社化以外、何も決まっていないのである。

　目玉の一つである判断条件の拡大も全く実のないも

のである。従来の四肢の感覚障害に加えて、口周囲の

感覚障害、全身の感覚障害、二点識別覚障害、視野狭

窄の４項目を水俣病判断条件に加えたというが判断条

件が拡大したことにはなっていない。マスコミも含め

て多くの人が（患者も含めて）水俣病の判断条件が拡大

されたと思っている。中には判断条件が今までの数倍

拡大されたと思っている人もいる。これらはほとんど

四肢の感覚障害と重複しているから認定の拡大にはほ

とんど繋がらない。

　たとえば、口周囲、全身の感覚障害はほとんどが四

肢の感覚障害と重複している。二点識別覚の検査など

は水俣病の検診では行われていない。行われていない

検査所見を認定条件に入れていることは悪質である。

視野狭窄は水俣病においては単独で出現することはほ

とんどない。あるとすれば、むしろ他の病気を考える

べきである。先に述べたように、この法案で決まった

のは３年後にチッソを分社化して「水俣病を起こした

チッソ」を切り離して関係ない新会社に生まれ変わら

せようということだけである。

　さらに、胎児性水俣病世代は感覚障害がはっきりし

ない場合が多い。胎児性・小児性水俣病では感覚障害

が証明できない例があることは１９８１年７月の環境庁（当

時）企画調整局環境保健部長名の「小児水俣病の判断条

件について（通知）」の中に明記されているが、小児期・

胎児期の患者は全て切り捨てることになるのだろうか。

　なぜ患者救済とチッソの分社化がセットでなくては

ならないのかも理解に苦しむ。マスコミまで「水俣病

救済法が成立」、「２度目の政治解決」などと囃子立て

ている。しかし、先に指摘したように法案は具体性を

全く欠くものである。したがって、全面解決どころか

衆議院解散を見越して駆け込んだ法律で、水俣病の解

決どころか混乱をきたすことは明らかである。歴史に

汚点を重ねることになる。

　さらに、７月１６日、１７日の朝日新聞によると現環境

省の環境保健部長が「共通診断書は信用できない」、

「公的診断書を重視」するなどの発言を繰り返したとい

う。さらに「感覚障害は本人の訴えだけで信用できな

い」などの主旨の発言もしたという。無知、実態を知

らないことはなはだしい。私は「一緒に患者を診ま

しょう」と環境省の医師に呼

びかけたい。検診医、審査会

委員も一緒にどうだろうかと

提案したい。

　ある患者団体はこの法案の

成立に「高齢化するのでこれ

以上待てない。有難うござい

ます」とテレビで頭を下げて

いた。誰が今日まで放置して

きたのか、誰が老齢化して死

に絶えるまで引き伸ばしてき

たのか。涙が出る思いだった。
（注）環境省は医師の現地派遣を表明している。　

水俣病救済法案の医学的問題点　３

水俣病救済法案の医学的問題点

水俣学研究センター長 原 田 正 純
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　昨年３月の「水俣学通信」第１１号では、水俣・芦北

地域戦略プラットフォームで「自然産業に携わる人々」

をテーマとした課題検討会をシリーズ化している旨、

お伝えいたしました。１１号では、「水俣・芦北地域の

豊かな自然を基にした人々の営み、それが産業として

立ち現れてくるのが、農業であり、林業であり、水産

業である」こととして、「我々はこれらを『自然産業』

と呼ぶことにした」と書きましたが、このシリーズ

「自然産業に携わる人々」の区切りとなる報告書を今

年の３月末付けで出版することができました。

　この報告書は、課題検討会第７回から第１２回までの

議事録を読みやすい形にして１冊にあわせたもので、

話題提供者である杉本肇さん・�山幸保さん・天野浩

さん・吉田浩司さん・吉井和久さん・鬼塚浩三さん・

田畑和雄さん・梅田和弘さん・井上有美子さん・下田

国義さん・水田利博さん（報告順）のお話を、一般参加

者の議論とともに掲載しています。

　現在のプラットフォームでは、「自然産業に携わる

人々」のその先の展開として、新しいシリーズ「自然

産業につながる人々」をテーマとする課題検討会を始

めています。去る７月２９日、新シリーズの最初となる

第１４回課題検討会を開催し、水俣市内の洋菓子店「モ

ンブランフジヤ」の笹原和明さんからお話を伺いまし

た。「本物の素材」にこだわる笹原さんによる、「お菓

子をつくる」という視点からの流通・経済のお話、さ

らに水俣市の将来展望まで言及した非常に興味深いお

話でした。

　今後も、プラットフォーム課題検討会の報告書出版

は継続していきます。また「自然産業に携わる人々」

については、テーマの下で重ねた議論の整理やまとめ

ができる企画を構想中です。この件については、また

改めて水俣学通信や水俣学研究センターのホームペー

ジ等でお伝えいたします。

＊今回出版した『水俣・芦北地域戦略プラットフォー

ム「自然産業に携わる人々」報告書』は、無料で配

布しています。ご希望の方は水俣学研究センターま

でお問い合わせください。

４　水俣・芦北地域戦略プラットフォーム「自然産業に携わる人々」報告書の出版／（調査報告）「阿賀のお地蔵さんにふれる旅」

水俣・芦北地域戦略プラットフォーム
「自然産業に携わる人々」報告書の出版

水俣学研究センター研究員 藤 本 延 啓

　２００９年３月４日から８日まで新潟水俣病の調査を

行った。訪れる際には、川漁を中心とした人々の暮ら

しを知ることで新潟水俣病の被害の一端を知りたいと

いう目的があった。今回、漁民の聞き取りはできな

かったが、新潟水俣病資料館で漁民の語りのビデオ、

漁師である近四喜男さんが書き残した『近日記』にふ

れ、川漁を中心とした人々の暮らしの一部を知った。

　阿賀野川で川漁を行っていたのは、専業漁家という

より農家の人々が農作業の合間に川に出て毎日「おか

ずとり」程度の漁や、川砂利や木材を運搬船で運ぶ仕

事帰りに漁を行う、あるいは船頭をしながら漁をおこ

なう兼業漁家が大半を占めていたという。河川流域の

住民は、一年中とれるギンブナやニゴイを多食し、特

にブナは、母乳がよく出るといわれ、出産後の女性が

多食するのがこの地域の風習であった。

　このように、農家の人々が仕事の合間に「おかずと

り」程度の漁であったとはいいながらも、母乳が出る

からと出産後の女性によく食べさせるなどの慣習があ

ることは、人々の生活に阿賀野川が密接な関わりを

もっていたことがみてとれた。このような暮らしをし

ている人々に新潟水俣病は起こったのである。

　この世から水俣病事件のようなせつないことを人間

が再び起こさないように願い、川本輝夫さんが橋渡し

となって新潟に「阿賀のお地蔵さん」、水俣に「不知火

のお地蔵さん」が奉られた。７月８日に分社化法案が

可決された今、「お地蔵さん」は何を思い、国やチッソ、

そして我々を見つめているのだろうか。

《 調査報告 》

「阿賀のお地蔵さんにふれる旅」
水俣学研究センター研究助手 井 上 ゆかり
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　ウィーン大学在学中に文部省国費留学生として熊本

大学に留学、石牟礼文学を研究し「椿の海の記」「苦海

浄土」を英訳して出版されたリヴィアさんに翻訳に携

わった経緯などのお話を聞いた。

　リヴィアさんは、現在、カナダ、モントリオール大

学東アジア研究センターで日本文学などを学生に教え

ている。ルーマニア生まれでスイスとカナダに国籍を

持ち、現在はカナダに居住している。テルアビブ大学

を卒業後、ウィーン大学で修士号・博士号を取得（博

士論文は「現代文学日本文学における石牟礼道子と水俣病」）。

　美術史、比較文学、フェミニズム、メディア論など

幅広い専門領域をもつが、ポストモダニズムに基づく

マイノリティへの関心は通底している。文学のみなら

ず女性映画にも造詣が深い。

　学生時代、日本と中国の美術史と仏教、サンスク

リットに関心を持っていた。その中から日本文学へ関

心を持つようになり、修士課程では、日本の近代文

学・夏目漱石をテーマにした。並行して中国でも研究

しており、１年半滞在している。

　「苦海浄土」を翻訳したいと思った理由を聞くと、

「苦海浄土」を読んで水俣病に出会い、調べると深刻

な問題であるので水俣に行かなくては、自分の目で見

ないといけないと考え、日本を訪れた。日本に来てか

ら数ヶ月は大阪で日本語を学び、秋に熊本に着いた。

熊本大学に留学してきたものの、文学部で石牟礼道

子・水俣病を研究していなかったため、原田先生を探

したのだが、いなかったため、原田先生が所属する体

質医学研究所に所属し研究に専念することになった。

　英語、フランス語、ドイツ語、日本語、中国語、イ

タリア語、スペイン語、ルーマニア語、へブライ語の

９ヶ国語に通暁しているリヴィアさん。日本語も堪能

であるが、石牟礼道子著の「苦海浄土」を翻訳するに

は８年も時間を要したそうだ。その理由のひとつは、

方言。熊本の水俣弁に悩まされたそうだ。たとえば水

俣で「とぜんなか」は、「さみしい」という意味である

が、その意味を理解することが難しいのと、方言なら

ではの意味合いを単純に「さみしい＝Ｉ ａｍ ｌｏｎｅｌｙ」と

訳すとニュアンスが伝わりにくい。そのため、英語の

方言にしようかとも考えたりしたそうだ。

　さらに植物は、名前も地域によって呼び方があり、

学名とは違うため特に難しかった。分からないときは、

絵を描いたり、実物を持ってきて聞く、海辺に行って

見せてもらったりなどして教えてもらった。

　水俣弁を知れば知るほど、難しいと思うようになっ

たそうだ。医学用語に関しては、自分で調べることも

もちろんだが、原田先生にカセットテープに入れて聞

いたりしたそうだ。

　６～７年前から、カナダの高校・大学の教科書には

リヴィアさんが訳した「苦海浄土」の一部が掲載され

ている。

　石牟礼道子の文学を分析すると言葉のユニークさに

演劇性を感じる。石牟礼さんが子ども時代にそのよう

な演劇に近い旅芸人などに触れる機会があったのだろ

う。だから、基礎になる思考が演劇に傾いているので

はないだろうか。リズムが中世的である。患者を想像

力で情緒化し、美化し純粋な演劇になるからこそ能

「不知火」や砂田明の一人芝居が可能だったのだろう。

翻訳したものを今読むと未熟だったということが、２０

数年たった今わかることができたと語る。

　これからは、「神々の村」を翻訳する。４回くらい読

んだが、いまでも読むと泣いたりすることがある。最

後に宿命だから訳さないとだめ、水俣病運動に身を置

かないとできないと思う。

　今後やりたいのは、芸術文学と水俣病運動の思想・

哲学で原田先生が発信した言説は非常に意味がある。

①石牟礼道子、②原田正純、③渡辺京二研究をきちん

とするべきだと思う。石牟礼道子さんでさえ、未だに

きちんと把握されていないので国際的に研究したい。

そして翻訳ではなく、研究論文でまとめ世界の文学の

なかで位置づけをしたい。

　名前だけは、原田先生から何度も聞いていたリヴィ

アさんが水俣を訪問した際ご一緒させていただいた。

初対面で短い時間であったが、充実した時間を過ごさ

せていただいた。

苦海浄土を翻訳したリヴィア・モネ氏インタビュー　５

『苦海浄土』を翻訳したリヴィア・モネ氏インタビュー

水俣学研究センター研究助手 田 � 雅 美
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６　第６期公開講座／第８期水俣学講義

 第１回　９月２９日

「人と自然、人と人の関係をデザインする―森林酪

農の試み」

　　佐藤 博之

　　（アミタ㈱地域デザイン部・部長）

第２回　１０月６日

「大川での暮らしから見えてくること（仮）」

　　吉井 惠璃子

　　（大川村丸ごと生活博物館・生活学芸員）

第３回　１０月１３日

「産直の力：人が動くこと、人と人が話すことで世

界が変わっていく（仮）」

　　加藤 憲章

　　（㈲広島生き活き農産・代表）

第４回　１０月２０日

「森が消えれば海も死ぬ（仮）」 

　　松永 勝彦

　　（四日市大学環境情報学部・教授）

第５回　１０月２７日

「生物多様性〈命のつながり〉と生態系サービス〈自

然の恵み〉（仮）」

　　宮北 隆志

　　（熊本学園大学水俣学現地研究センター・センター長）

 ■開講日：９月２９日～１０月２７日 毎週火曜日

 ■時　間：１８：３０～２０：３０

 ■教　室：水俣市公民館（研修ホール）

第６期 公開講座
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　今回の公開講座では、農業・林業・漁業などの自然産業の基盤となる山・川・海のつながり、自然産業

を生業とする中山間地域における人と自然、人と人とのつながり、さらには、自然の恵みを介した農業者

と都市住民とのつながりなど、多様な切り口から「つながり（＝関係性）」について共に考えてみたいと思

います。

 ■申し込み先：熊本学園大学水俣学現地研究セ

ンター

 ■Ｔｅｌ／Ｆａｘ：������������

 ■受　講　料：無料

 　２００９年度第８期は、船橋晴俊先生（法政大学社会学

部教授）、鶴田和仁医師（潤和会記念病院副院長）、宮本成

美氏（写真家）、阿部泰隆（中央大学総合政策学部教授）

など、水俣病事件に関り続けている研究者、法律家、

医師、カメラマンなど多彩な講師を予定している。

　熊本学園大学社会福祉学部の講義と位置づけられ

ているが、学生以外の方も、受講できます。詳細な

講義日程は水俣学研究センターホームページ��������

���������������	�
��
���������
����������をご

覧ください。

 ■開講日：２００９年９月３０日～２０１０年１月１３日 毎週水曜日

　　　　　（冬季休み期間　１２月２３～１月６日は休講です）

 ■時　間：２限（１０：４０～１２：１０）

 ■教　室：１４３１教室（１４号館３Ｆ）

第８期 水俣学講義
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　新日本窒素労働組合が所蔵し ていた資料が２００４年に

熊本学園大学水俣学研究センターに寄贈され、それ以

来「新日本窒素労働組合旧蔵資料」として４年の歳月

をかけ元組合員とともに資料整理の作業をおこない目

録を作成してきた。今回の資料展は、オープン・リサー

チセンター事業の成果の一環として、また２０１０年１月

より組合資料が一般公開されるのを記念し開催する。

　東京では法政大学大原社会問題研究所の協力を得、

２００９年１０月３０日から、市ヶ谷キャンパスボアソナード

タワー １４階博物館展示室で開催し、１１月１７日から大阪

人権博物館（リバティおおさか）、１２月７日から熊本学園

大学１４号館、２０１０年１月８日から水俣学現地研究セン

ター、開催期間は各２週間程度を予定している。

　近年、企業による労働者の使い捨て、切り捨てとい

う事態が進行するなかで、改めて労働組合運動の役割

が評価されてきている。今回の資料展は、日本の労働

組合運動史のなかで最も良質な活動を展開した新日窒

労働組合の活動、ならびに原因企業従業員でありなが

ら水俣病被害者を支援してきた組合の活動を広く認識

してもらうために開催するものである。

　熊本学園大学の社会福祉学部福祉環境学科では、１

年生対象の授業「福祉環境学入門」の中で、水俣現地

での１泊２日の研修を毎年行っています。水俣学研究

センターは、この水俣研修の企画・実施に毎年携わっ

ていますが、今年は５月２３・２４日の日程で、学生と教

員あわせて約１００名が参加しました。

　研修プログラムは、水俣病関連の施設や拠点の見学

をはじめ、水俣病患者からの聞き取り、福祉・環境分

野の活動家による講話や案内、さらには水俣の地元料

理の夕食や伝統芸能「棒踊り」体験も含めるなど、多

方面から「水俣」を体感できる盛りだくさんの内容で

すが、特に今回は「重症心身障がい児（者）施設 明水

園」と「精神障がい者生活訓練施設 まどか園」訪問を

プログラムに加えています。

　今回の「明水園」「まどか園」の訪問では、参加者は

２班に分かれて一方が「明水園」を、もう一方が「ま

どか園」を見学しました。私は明水園を訪れさせてい

ただきましたが、私自身として明水園訪問は初めての

経験でした。

　私は福祉の専門家ではなく、障がい者福祉現場での

経験もありませんが、明水園の年間行事計画やスタッ

フのみなさんのお話をお伺いして、また実際に施設内

を見学させていただくことを通して、明水園が持って

いる福祉施設としての特性（例えば、水俣病認定患者のた

めの療養施設であることや、入所者の多くは生涯の多くをここ

で過ごすことになること、入所者の高齢化が進んでいることな

ど）に沿うことを心がけた運営がなされていることを

実感し、明水園で生きる入所者のみなさんが穏やかに

日々を過ごしていらっしゃる様子を垣間見させていた

だくことができました。

　明水園訪問は、我々見学する者の日常からは見えて

いない入所者のみなさんの暮らし、そして入所者に

とって“終のすみか”ともなる施設で働くスタッフの

みなさんの仕事に（ほんの上っ面ですが）触れることがで

きた、非常に貴重な機会だったと思います。

福祉環境学科福祉環境学入門水俣現地研修
水俣学研究センター研究員 藤 本 延 啓
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新日窒資料展紹介／福祉環境学科福祉環境学入門水俣現地研修　７

新日窒資料展「水俣病とむきあった労働者たち
　　　　　　 ―新日本窒素労働組合６０年の軌跡―」紹介

水俣学研究センター研究助手 井 上 ゆかり

明水園 田畑さん
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８　水俣学研究センター新規研究費交付内定報告・日録
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４月

１日　　　井上入職（研究助手）

７日　　　胎児性水俣病世代の被害に関するＷＧ

１１日　　　第１７回定例研究会

　　　　　胎児性世代の被害に関するＷＧ

１３日　　　健康・医療・福祉相談（水俣）

２５日　　　ＦＷⅠ事前学習①

２８日　　　健康・医療・福祉相談（水俣）

　　　　　もやい音楽祭実行委員会（水俣）：花田

３０日　　　民主党松野議員他１０名研修（水俣）：花田

水俣病事件の本質的解決策を考える集い（水俣

　　　　　市公民館）：花田

５月

９日　　　ＦＷⅠ事前学習②：花田

１０日　　　胎児性世代の被害に関するＷＧ

１１日　　　健康・医療・福祉相談（水俣）

１２日　　　環境モデル都市推進委員会：宮北・藤本（水俣）

１４～１７日　北海道調査：花田・田�・野尻

１６日　　　ＦＷⅠ事前学習③：宮北

　　　　　高次脳機能障害シンポ：原田・下地（大牟田）

１８日　　　第１４回水俣・芦北地域戦略プラットフォーム

世話人会：宮北・藤本（水俣）

２３～２４日　福環入門水俣研修

２５日　　　環境モデル都市推進委員会（大学院ＦＷⅠ）：宮

北・藤本（水俣）

　　　　　胎児性世代の被害に関するＷＧ

２６日　　　健康・医療・福祉相談（水俣）

２９日　　　リヴィア・モネ氏ゲスト講義

３０日　　　社会福祉士会全国大会基調講演：原田（大学）

３０～３１日　英国研修まとめ合宿：宮北・藤本（美里町）

６月

６日　　　ＦＷⅡ事前学習①：宮北

６～９日　ＦＷⅡ沖縄事前調査：花田・宮北・井上・田

�

９日　　　健康・医療・福祉相談（水俣）

１１日　　　胎児性世代の被害に関するＷＧ

１３日　　　総会・第１８回定例研究会

１９日　　　日本小児救急医学会招待講演：原田

２０日　　　ＦＷⅡ事前学習②：谷中先生

２１日　　　チッソ分社化に関する講演会（もやい館）：花田

２２日　　　第８回ゼロ・ウェイスト円卓会議（水俣）：宮

北、藤本

２３日　　　プロジェクト１計画作成会議（水俣）

胎児性世代の被害に関するＷＧ（大学）：花田、

田�、井上

２４日　　　県人教　水俣・芦北大会実行委員会：花田

２５～２９日　胎児性水俣病に関する心理神経学的調査：佐

藤忠司先生（新潟青陵大学大学院臨床心理学研究科）

２７日　　　ＦＷⅡ事前学習③：花田

　２００９年７月、水俣病救済法案が国会を通過した。その

後、環境省の原部長の新聞記事に対する会見でも、裁判

上の国の主張であり、事実だと差別発言を撤回すること

も謝罪することもなかった。水俣病の教訓とは何なのか

教えて欲しい。 （Ｍ・Ｔ）

編 集 後 記
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　水俣学の研究成果を研究紀要として創刊いたしました。創刊号は水俣学と障害学を

クロスさせたシンポジウムやチッソ労働運動史関連の講演記録、患者多発地区の住民

生活史や臍帯［さいたい］のメチル水銀に関する論文、認定患者の漁民への聞き取り

などを収録しています。今後は自由投稿欄も設ける予定で、若手研究者らの発表の場

にしたいと考えています。研究者や関心のある方には無料で配布しておりますので、

ご希望の方は、当センターまでご連絡ください。
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